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らず，現在のところ岡山県内の確実な生息地はこ
こだけである．しかし，この生息地についても，
遷移が進んでおり，ノイバラ，ミヤコイバラ，ヨ
シなどが繁茂しているので，数年後には本種の生
息環境として適さない状況になることが予想される．

末筆ではあるが，倉敷市立自然史博物館の奥島
雄一博士，愛媛大学ミュージアムの吉富博之博士
には原稿を校閲いただいた．また，山地　治氏には，
県内における本種の情報を御教示いただいた．こ
れらの方々に対し，厚くお礼を申し上げる．
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【短報】屋久島産ツツヒラタムシ科2種の記録
ツツヒラタムシ科は，一般に日本では採集記録

が少ない甲虫で，日本からは 6 種が知られている
（Sasaji, 1993; Aoki, 2008）．そのうちの 2 種，ツツ
ヒラタムシ Ancistria apicalis Reitter およびクロサワ
ツツヒラタムシ Ancistria kurosawai Sasaji が屋久島
から記録されている（Satô, 1970; Sasaji, 1993）．筆
者は屋久島初記録と思われる 1 種を含む 2 種のツ
ツヒラタムシ科甲虫を所持・採集しているので報
告する．

ツツヒラタムシAncistria apicalis Reitter
1ex., 鹿児島県熊毛郡屋久町花山歩道，16. VII. 

2001，向山敬延採集；1ex., 屋久町原，23. IX. 2002，
同採集者；1ex., 同採集地採集者，1. V. 2004；2exs., 
同採集地採集者，25. VI. 2004；1ex., 同採集地採集者，
12. VII. 2004．

Satô (1970) および Sasaji (1993) により屋久島から
既に記録されている．

ルイスツツヒラタムシAncistria lewisi Reitter
1ex., 鹿児島県熊毛郡屋久町中間，1. V. 2004，田

中　稔採集．
佐々治（1985）は九州を分布地として挙げており，

屋久島初記録と思われる．

標本を提供して頂いた向山敬延氏，文献につい
てお世話になった大平仁夫氏にお礼申し上げる．
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図1–3．屋久島産ツツヒラタムシ類．1，ツツヒラタムシ；
2，ツツヒラタムシ（テネラルな個体）；3，ルイスツ
ツヒラタムシ．

【短報】東京都におけるナカネダルマガムシとハセ
ガワダルマガムシの採集例

ナ カ ネ ダ ル マ ガ ム シ Ochthebius nakanei は，
Matsui (1986) が熊本県菊池渓谷産をもとに記載し
たダルマガムシ科の小甲虫である．

吉富ら（2000）は，原記載地に加えて愛知，栃
木，新潟の各県からの既知産地をまとめ，新たに
栃木，山梨，大分から記録を追加している．同時
期に，豊田（2000）も埼玉県から記録しているが，
その産地は概して少ない．

筆者は，東京都の奥多摩町で本種を採集してい
るので記録しておく．

5exs., 西多摩郡奥多摩町留浦三沢（峰谷川）, 21. V. 
2011; 25exs., 奥多摩町大丹波真名井沢 , 12. VI. 2011; 
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岩と同一の岩上，7 月調査時には，より下流のオー
プンな河川環境で本種のみが確認された．

末筆ながら，本稿を草するにあたり，種々ご教
示をくださった吉富博之氏（愛媛大学農学部）に
厚く御礼申し上げる．
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図1. ダルマガムシ2種が確認された環境（奥多摩町大丹波
川）．

9exs., 奥多摩町大丹波（大丹波川）, 12. VI. 2011, い
ずれも筆者保管 .

東京都初記録．渓流の流れ中に突出した岩上水
際の，飛沫がかかるような微環境より採集した．

5 月調査時には，わずかな採集個体の半数に触角
や脚の一部に欠損がみられ，成虫と同環境に本種
と思われる幼虫（終齢と推測された）が多数観察
できた．当日，本種以外に，セスジダルマガムシ
属の成虫は見いだしていない．6 月には別地点での
調査を行い，このときには成虫は多くみられたが，
幼虫は確認できなかった．

なお，6 月調査時にはハセガワダルマガムシ
Ochthebius hasegawai Nakane and Matsui, 1986 を同時
に採集しているので合わせて記録しておく．

2exs., 奥多摩町大丹波真名井沢 , 12. VI. 2011; 1ex., 
奥多摩町大丹波（大丹波川），12. VI. 2011; 20exs.,
奥多摩町南氷川（多摩川），4. VII. 2011, いずれも筆
者保管 .

ハセガワダルマガムシについては，東京都から
は Matsui (1986) による小仏峠からの既記録がある．
6 月調査時には，ナカネダルマガムシが確認された

図2．ナカネダルマガムシ； 図3．ハセガワダルマガムシ
（いずれも奥多摩産）．

【短報】栃木県におけるミナミナガヒメタマキノコ
ムシの記録

ミナミナガヒメタマキノコムシ Liocyrtusa onodai 

Hoshina は，屋久島産雄 1 頭の標本を基に保科博士
により 1998 年に新種として記載された種で，その
後，Hoshina & Kannô (2002) によって三重県より新
たに記録された．

筆者は以下のように栃木県より本種を得ている
ので報告する．雑木林に設置した
FIT（フライト・インターセプト・
トラップ）により得た．採集は全
て筆者である．保科博士のご教示
によれば，いまのところ本種の北
限記録とのことである．

1ex., 栃木県足利市大沼田町 , 9–13. III. 2011, （大
川標本保管）；1ex., 同 , 13–18. III. 2011, （保科博士
標本保管）；1ex., 同 , 18–25. III. 2011, （保科博士標
本保管）.

最後に，同定ならびに種々ご教示賜った福井大
学の保科英人博士に厚くお礼申し上げる．
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